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1. 環境経営方針

企業理念
　　　人、社会、環境との調和

企業方針

　　　1,　内外の法、及び精神を遵守し、社会に貢献できる人を目指そう。

　　　2,　地域に根ざした企業活動を通じて、経済社会の発展に貢献する。

　　　3,　労使相互の信頼、責任を基本に、個人、チームワークを強め優良企業を目指そう。

　　　4,　自然環境を守り、住みよい地域と豊かな社会を作ろう。

環境理念
　　　藤枝の自然の多い土地に位置する我社にとって、環境問題は、企業の最重要課題と認識

　　　し、自ら責任を持ち全従業員を上げて経営効率の向上と環境負荷の削減に取り組みます。

環境経営方針
　　　企業理念、環境理念に基づき、塗装・自動車整備等の事業に関わる環境負荷の低減に

　　　向け、以下の「環境経営方針」を定め、環境経営活動に取り組みます。

　　　(1)　二酸化炭素排出量の削減の推進

廃棄物排出量の削減の推進

水使用量の削減の推進

化学物質の適正使用・管理

　　　(2)　環境関連法規制等の遵守

      (3)   環境配慮事業への取組

      (4)   環境経営の継続的改善

      (5)   環境コミュニケーションの実施

　　　(6）　人材育成と環境教育

制定日　2010. 7.15

改定日　2020.9.1

　　   　　有限会社 岩本塗装工業

 　　     　　代表取締役 岩本真宜
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2. 事業概要

事業所及び代表者
　　　　　有限会社　岩本塗装工業
　　　　　代表取締役　岩本真宜

所在地
      本社・藤枝工場　　静岡県藤枝市下之郷1627-9
       　　TEL 054-638-5353     FAX 054-638-5354
　　　清水工場　　　　　 静岡県静岡市清水区北脇277

事業規模
       (1)   従業員数　24人　(内4人取締役)
       (2)   本社工場面積　　　　5,300㎡　(内　540㎡床面積)
             清水工場面積　　　　　990㎡　（内　479㎡床面積)
       (3) 　事業年度　　　　　期首　9月1日～翌8月31日

環境管理の責任者及び担当者
　　　　　環境管理責任者　　　岩本啓吾
　　　　　担当者　　　　福井浩子　岩本淳子　岩本千里
           E-mail : i-tosou-f@ny.tokai.or.jp

事業内容
　　　　　重機・特殊車両塗装
　　　　　各種金属焼付塗装
　　　　　修理板金
　　　　　点検整備
　　　　　各種車検(指定工場)
　　　　　特定自主検査(高所作業車)
　　　　　☆検査業者登録工場

設備・所有車両
　　　　　天井クレーン　2.8t 　　　2.0t 2基　　
　　　　　乾燥炉　　　巾 2900mm　　高さ 2500mm　　　長さ 7300mm　　
　　　　　フォークリフト　1.5t 1台　　　2.0t 1台　　　2.5t 2台　　　8t 1台
　　　　　ユニック車　  8.0t 1台
　　　　　代車　　　8台(内2台高所作業車)

対象範囲（認証・登録範囲）
対象組織　：　有限会社　岩本塗装工業　本社・藤枝工場、清水工場

対象活動　：　重機・特殊車両等の塗装・点検・修理及び車輌の販売・車検・点検・整備

2



3. 組織図及び実施体制・役割
 ()内はエコアクション21担当

2021年9月現在

  代表取締役社長
　 　 (代表者)
       岩本真宜

　　取締役専務
(環境管理責任者)
   　  岩本啓吾

　　（事務局）
　　福井浩子
　　岩本淳子
　　岩本千里

　　　塗装グループ サービスグループ 清水車検グループ
　　　　（責任者） 　　　(責任者)
　　　　西村一秀 　　　 清水政則

代表者　 (岩本真宜)
　　　 1.　環境経営方針の制定・改定
　　　 2.　環境管理責任者を指名
　　　 3.　エコアクション21の全体の評価と見直し・指示の実施
 　　　4.　環境経営システムの実施及び管理に必要な資源の準備
　　 　5．実施体制の構築

環境管理責任者 (岩本啓吾)
　　　 1.　環境経営システムの確立、実施及び維持するための処置
　　　 2.　代表者に取り組み状況の報告
　　　 3.　必要な教育・訓練の計画・実施

事務局 (岩本千里、福井浩子、岩本淳子)
　　　 1.　全体計画の立案
　　　 2.　文書の作成・管理
　　　 3.　ﾃﾞｰﾀｰを整理し、従業員に発表する
　　　 4.　一般教育の実施
　　　 5.　システム運用上の事務管理
　　　 6.  環境経営レポート作成

各グループ責任者　　　(西村一秀・清水政則・丸山高弘)
　　　 1.　グループの計画・立案
　　　 2.　作業教育の実施
　　　 3.　実施状況の確認・記録・報告

(責任者）
丸山高弘
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　　　　　4. 環境経営目標
　　　 　  　(第34期目標値　2021/9～2022/8)

項目 単位
基準値

（第32期実績）
目標 第34期目標値

二酸化炭素排出量 kg-CO2 127,605 -0.4% 127,094

購入電力 kwh 148,613 -0.4% 148,019

ガソリン使用量 リットル 1,193 -0.4% 1,188

軽油使用量 リットル 11,288 -0.4% 11,243

灯油使用量 リットル 5,257 -0.4% 5,236

ガス使用量 ㎥ 1,275 -0.4% 1,270

水使用量 ㎥ 1,147 -0.4% 1,142

廃棄物排出量 トン 15.40 -0.4% 15.3

製品クレーム 件 0 0件 0

環境配慮の取組
（PRTR法対応塗料割合）

％ 94.2 +0.5% 94.7

化学物質

　　中長期目標
項目 基準値（第32期実績） 第34期目標(基準値比) 第35期目標(基準値比) 第36期目標(基準値比)

二酸化炭素排出量 127,605 -0.4% -0.6% -0.8%

購入電力 148,613 -0.4% -0.6% -0.8%

ガソリン使用量 1,193 -0.4% -0.6% -0.8%

軽油使用量 11,288 -0.4% -0.6% -0.8%

灯油使用量 5,257 -0.4% -0.6% -0.8%

ガス使用量 1,275 -0.4% -0.6% -0.8%

水使用量 1,147 -0.4% -0.6% -0.8%

廃棄物排出量 15.40 -0.4% -0.6% -0.8%

製品クレーム 0 0件 0件 0件

環境配慮の取組
（PRTR法対応塗料割合）

94.2 +0.5% +0.75% +1%

化学物質

☆清水工場　購入電力の二酸化炭素排出係数は、(株)LooopH29年度実績　0.601（kg-CO2/kWh）を使用しました

★藤枝工場　購入電力の二酸化炭素排出係数は、中部電力（株）H28年度実績　0.489（kg-CO2/kWh)を使用しました。

適正使用・管理に努める

適正使用・管理に努める
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　　重　・・・　重点的に取り組みましょう

責任者 9月～11月 12月～2月 3月～5月 6月～8月

二酸化炭素排出量削減の推進

　電力の削減

・事務所空調温度の適正化（冷房27℃　暖房24℃） 重　エアコン温度 重　よしずの設置

・事務所内エアコンのフィルター掃除（半年に1度） 岩本千里 12月清掃 6月清掃

・パソコン、コピー機等の省電力設定

・工場内エアコンの適正使用・点検の実施（3ヶ月に1度） 岩本啓吾 9月点検 12月点検 3月点検 6月点検

・不要照明の消灯、事務所照明の間引き 清水政則

・コンプレッサーの停止（昼休み） 伊久美・西村

　ガソリン・軽油・灯油・ガスの削減

・不要なアイドリングの禁止     重

・急発進、急加速の禁止、フォークリフトの低速運転     重

・不要なものを積まない     重

・タイヤの空気圧のチェック（1カ月に1回）     重

・省エネ車の購入 8月1台購入

・サービス各車運行表を作成

・ジェットヒーターの使用時間の確認                     　重 重

・乾燥炉使用の効率化

・ウエス等洗濯の調整（基本1日１回） 岩本千里

水使用量削減の推進

・節水ステッカーで節水意識を徹底

・トイレ排水の水量調整

・水漏れチェックの実施（2ヶ月に1度） 9月 ・ 11月点検 1月点検 3月 ・ 5月点検 7月点検

・手洗い時の節水 西村一秀

廃棄物排出量削減の推進

・分別の徹底

・ペットボトル・缶のリサイクル

・梱包材、封筒、段ボールの再利用

・コピー用紙の裏面使用、ミスコピーの防止 　　重

・書類保存→可能なものは紙保存からデータ保存へ 　　重

・マスキングテープの管理

・建設重機等の洗車時にでる残土の再利用（敷地へ） 西村一秀

環境配慮の取組

製品クレーム削減

・依頼内容確認のチェック 　　　　　　　重

・塗装工程、注意点の確認 岩本啓吾 　　　　　　　重
・仕上がり後、チェックシート記入 　　　　　　　重
化学物質の適正使用・管理
・月々使用量の把握と管理 （塗料材料年間使用量表作成） 岩本千里

・塗装作業による再塗装の削減

・塗装ブース内の清掃 重　　12月点検・清掃
・PRTR法対応塗料の使用 岩本啓吾

人材育成と環境教育

・有効な資格の取得を目指す 岩本啓吾 11月整備主任者研修 2月整備主任者研修 5月外国人技能責任者講習8月整備主任者研修

・事業所内の整理・整頓・掃除に留意する 西村一秀 　重

・従業員の健康管理 岩本千里 1月一般・有機溶剤健診 健康チャレンジ参加 7月有機溶剤健診

福井浩子

田山正和

清水政則
丸山高弘

5. 環境経営計画

環境経営計画

岩本千里

田山正和
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単位
基準値

(第32期実績)
第34期
目標値

2021.9～
2022.8　 (実

績）
実績（％） 評価

二酸化炭素排出量 kg-CO2 127,605 127,094 128,368.85 1.00% △

kwh 148,613 148,019 180,427.00 21.89% ×

ガソリン使用量 リットル 1,193 1,188 760.10 -36.02% 〇

軽油使用量 リットル 11,288 11,243 8,953.72 -20.36% 〇

灯油使用量 リットル 5,257 5,236 3,758.00 -28.23% 〇

ガス使用量 kg 1,275 1,270 1,132.90 -10.80% ○

リットル 1,147 1,142 1,012.00 -11.38% 〇

廃棄物排出量 トン 15.40 15.30 20.77 35.75% ×
製品クレーム 件 0 0 4 － ×
PRTR法対応塗料 ％ 全体の94.2％ 94.4 全体の100％ － 〇
化学物質

二酸化炭素排出量
・電力量が増加したが、ガソリン軽油、灯油ガスが全て減少したため、二酸化炭素排出量は目標値に近づいた。
・仕事内容によるが、燃料費削減のため、エコドライブ、ヒーターのタイマーを使う等、続けていく。

購入電力
・冬季工場内大型エアコンの使用が多く、電力が増加した。温度と湿度を見ながら調整していきたい。
・コロナ感染予防対策として、事務所（藤枝、清水共）の窓を開けたままエアコン使用。
・工場内エアコン（藤枝工場西側工場）を効率よく使用できるように移設。

ガソリン・軽油・灯油
　ガソリン ・代車の使用が少なかった。
　軽油 ・車両修理に関して、車両の持ち込みが増え、出張が減少した。

・効率よく出張修理に出かけた。（日程、道順の選択）
　灯油 ・タイマー付きヒーターを追加導入した。

ガス使用量
・ウエスの洗濯回数を調整したことによりガス使用量減少。→引続き調整。
・乾燥炉は使用していないため、給湯によるもののみ。実習生の寮、食堂の洗い物の給湯分。

水使用量
・洗濯回数を減らしたことで水使用量が減少した。続けていきたい。

廃棄物排出量
・混廃を細かく分別できたため、混合廃棄物が減少した。引き続き分別をお願いします。
・車両修理による大型の産廃が出たため、廃棄量が増加した。

・塗装時に養生したマスキングテープの取り忘れがあった。→　仕上げ時に注意する。
・車両塗装後、乾ききる前に塗装面にホースがあたり、跡が付いたまま気が付かず出庫となった。
→チェックリストの項目を増やし対応する。

PRTR法対応塗料
・ほぼPRTR法対応塗料に切替えが出来てきている。→引き続き維持・検討。

化学物質
・削減目標の策定は困難な為、適正使用・管理に努める。
・社員への化学物質取扱注意事項の周知、健診の実施。

6. 環境経営目標の実績

　　　項目

購入電力

水使用量

製品クレーム

適正使用・管理に努める
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責任者
次年度の
取組

二酸化炭素排出量削減の推進

　電力の削減

・事務所空調温度の適正化（冷房27℃　暖房24℃） ○ 事務所PC2台買い替えにより ○ 3月になり工場内エアコンを塗装に 継続

・事務所内エアコンのフィルター掃除（半年に1度） 岩本千里 ○ 作業効率が上がった。 ○ 支障が出る時に使用することを 継続

・パソコン、コピー機等の省電力設定 ○ 冬季気温が低い日が続いたため ○ 社内で周知徹底したため 継続

・工場内エアコンの適正使用・点検の実施（3ヶ月に1度） 岩本啓吾 × 工場内エアコンをなんとなく毎日 ○ 電力使用量が下がった。 継続

・不要照明の消灯、事務所照明の間引き 清水政則 △ 使い続けてしまっていた。 〇 工場内LED追加で取付検討中。 継続

・コンプレッサーの停止（昼休み） 伊久美・西村 ○ ○ 継続

　ガソリン・軽油・灯油・ガスの削減

・不要なアイドリングの禁止 ○ 出張修理は効率よく客先を周れる ○ 今年度に引き続き、次年度も省エネの 継続

・急発進、急加速の禁止、フォークリフトの低速運転 〇 よう、出来るだけ事前に予定を △ 車（社用車）を1台追加予定。 継続

・不要なものを積まない ○ 組んでいる。 ○ 継続

・タイヤの空気圧のチェック（1カ月に1回） ○ 最短ルートを調べて出発する。 ○ フォークリフトの低速運転を 継続

・省エネ車の購入 - ○ 呼びかけ。 検討中

・サービス各車運行表を作成 〇 冬のジェットヒーターは 〇 清水工場　ﾌﾟﾛﾊﾟﾝから都市ガスへ 継続

・ジェットヒーターの使用時間の確認 ○ タイマー付きを優先に使用する。 ○ 変更予定。 継続

・乾燥炉使用の効率化 - 乾燥炉使用実績なし。 - 乾燥炉使用実績なし。 廃止

・ウエス等洗濯の調整（基本1日１回） 岩本千里 〇 〇 継続

水使用量削減の推進

・節水ステッカーで節水意識を徹底 ○ 2ヵ月に1度の漏水と水使用量の ○ 手洗い時の水、声かけを続けます。 継続

・トイレ排水の水量調整 ○ チェック。 ○ 継続

・水漏れチェックの実施（2ヶ月に1度） ○ 洗濯機の水道蛇口を帰りに閉める。 ○ 継続

・手洗い時の節水 西村一秀 △ △ 継続

廃棄物排出量削減の推進

・分別の徹底 ○ 産廃分別BOXの仕分けをうまく利用 ○ 毎月の従業員への社内連絡を電子化 継続

・ペットボトル・缶のリサイクル ○ できている。 ○ する予定。紙の削減、業務の効率化。 継続

・梱包材、封筒、段ボールの再利用 ○ ○ 客先への請求書の電子化を検討中。 継続

・コピー用紙の裏面使用、ミスコピーの防止 〇 マスキングテープの拾い忘れが 〇 車検OSS申請を開始予定。 継続

・書類保存→可能なものは紙保存からデータ保存へ 〇 目立つ。踏まれて使えなくなるものが 〇 マスキングテープ単価を掲示し、 継続

・マスキングテープの管理 × あり、ゴミになってしまう。 × 備品1つ1つに費用がかかっている 検討中

・建設重機等の洗車時にでる残土の再利用（敷地へ） 西村一秀 ○ ○ ことを認識してもらう。 継続

環境配慮の取組

製品クレーム削減

・依頼内容確認のチェック ○ 指示書にて依頼内容の確認、共有 ○ チェックシートに、クレームが発生した 継続

・塗装工程、注意点の確認 岩本啓吾 ○ をする。 ○ 部分のチェック項目を追加。 継続

・仕上がり後、チェックシート記入 ○ チェックシート記入を継続。 ○ 繁忙期１月～３月厳しくチェック！！ 継続

化学物質の適正使用・管理

・月々使用量の把握と管理 （塗料材料年間使用量表作成） 岩本千里 ○ SDSの取寄せと保管。 ○ PRTR法対応塗料を引き続き使用。 継続

・塗装作業による再塗装の削減 ○ ○ 継続

・塗装ブース内の清掃 ○ 年末にはブース大掃除、点検も ○ 今後、塗装ブースの入替を検討。 継続

・PRTR法対応塗料の使用 岩本啓吾 ○ 合わせて実施。 ○ 継続

人材育成と環境教育

・有効な資格の取得を目指す 岩本啓吾 〇 整備主任者研修は必須。 〇 次年度、塗装技能検定受験予定。 継続

・事業所内の整理・整頓・掃除に留意する 西村一秀 △ 一般健診、有機溶剤健診の実施を △ 消耗品、備品の紛失を防ぐため 継続

・従業員の健康管理 岩本千里 〇 確実に。 〇 記名等しておく。 継続

7. 環境経営計画の取組結果とその評価　次年度の取組内容

後期（3月～8月）評価　　　　　　　　　　　　　　　　今
後の方向

環境経営計画

田山正和

清水政則
丸山高弘

岩本千里

福井浩子

前期（9月-2月）評価

田山正和
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8. 仕事量の推移（塗装）

　　年度別請負量
種類 32期 33期 34期

新車高所作業車 81 94 137

新車クレーン 50ｔ ～ 120t 26 19 45

新車クレーン 20ｔ・25t・35ｔ 48 29 20

新車クレーン 12t・13t・16t 23 21 23

新車　特殊 45 40 39

新車トラック ・トレーラー 21 11 4

新車　小型 1 1 0

中古高所作業車 225 210 157

中古クレーン50t・60t・70t 3 0 1

中古クレーン　20t・25t 1 3 5

中古クレーン　12t・13t・16t 3 2 3

中古トラック 5 9 4

中古大型塗装 4 2 2

中古小型塗装 1 3 11

補修塗装 3 7 4

小物・部分塗装 37 19 35

合計台数 527 470 490

R2.1コロナ始 リメイク136

0 50 100 150 200 250

新車高所作業車

新車クレーン 50ｔ ～ 120t

新車クレーン 20ｔ・25t・35ｔ

新車クレーン 12t・13t・16t

新車 特殊

新車トラック ・トレーラー

新車 小型

中古高所作業車

中古クレーン50t・60t・70t

中古クレーン 20t・25t

中古クレーン 12t・13t・16t

中古トラック

中古大型塗装

中古小型塗装

補修塗装

小物・部分塗装

34期

33期

32期
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9. 環境関連法規等の取りまとめ

　　　　　　　       　(評価日 : 2023/2/1）

1,環境関連法規等の取りまとめ及び遵守評価 　　　　　　　

法規の名称 該当する法規制内容 該当する設備・内容 遵守状況

廃棄物処理法 一般廃棄物 分別して処理 遵守

産業廃棄物 廃油、汚泥 遵守

・産業廃棄物委託業者との契約 委託契約書の締結 遵守

・処理基準の遵守 マニフェストの交付、保存 遵守

・保管基準の遵守 飛散・流出防止 遵守

・産業廃棄物保管場所への掲示板の設置 遵守

・産業廃棄物管理票交付等状況報告（1回/年6月末まで） 遵守

静岡県産業廃棄物の ・産業廃棄物管理責任者の選任 遵守

適正な処理に関する条例 ・産業廃棄物処理委託先の現地確認 委託前、１回/年、記録の保存 遵守

道路運搬車両法 ・自動車整備士資格 整備工場 遵守

・自動車整備基準の遵守 遵守

消防法 ・第17条 消火設備の設置 遵守

少量危険物貯蔵・取扱所届出 危険物の保管・管理 遵守

浄化槽法 ・浄化槽の設備・変更の届出 分離方式 遵守

管理基準の遵守 定期点検、清掃及び法定検査 遵守

悪臭防止法 臭気(溶剤)の防止 塗装ブースの管理 遵守

フロン排出抑制法 フロンの漏洩防止 自動車等の修理時 遵守

冷凍空調機器の簡易点検（3ヶ月に1回以上） 工場大型エアコン 遵守

冷凍空調機器の定期点検（7.5kw以上 3年に1回以上） 工場大型エアコン 遵守

点検記録簿の保存（機器廃棄後3年間） 工場大型エアコン 遵守

自動車リサイクル法 リサイクル基準の遵守 廃自動車の処理時　　　　　※該当なし ー

家電リサイクル法 リサイクル基準の遵守 指定家電製品の廃棄時　　※該当なし ー

労働安全衛生法 作業基準等の遵守 修理、塗装等の作業時 遵守

PRTR法
常時従業員21名以上及び1ton／年間以上の場合、使用量等
の届出義務

SDSの保管

グリーン購入法 ・環境配慮型商品の購入 事務用品・生活用品 努力義務

部品交換の出来る用具購入 努力義務

2,環境関連法規等への違反・訴訟の有無

　　環境関連法規への違反はありません。　また、関係当局よりの違反等の指摘及び

　　利害関係者からの訴訟等は、過去3年間ありません。

2023年2月1日

　　　　　　　　　　　　　岩本　真宜

修理、塗装等の作業時 ー
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記入者氏名 　　　岩本真宜

作成年月日 2023年 2月 17日

確認（必要に応じ評価・コメントを記載）

1 ＥＡ２１文書 ☑

2 環境経営目標及び目標達成状況

3 環境経営計画及び取組実施状況

4 環境関連法要求一覧及び遵守状況

5 外部コミュニケーション・対応記録

6 問題点の是正・予防処置の実施状況

7 取引先、業界、関連行政機関、その他の外部動向

8 その他

全体評価・コメント 電力使用量が昨年より増加、目標達成には至らなかったが、燃料等使用量の減少により二酸化炭素

排出量は昨年より減少している。燃料等の高騰が続いていることもあり、省エネ車を追加購入予定。また

工場内手元の明るさを足す為にLEDの追加導入を検討している。次年度も電力量が増加する見込み。　

車検業務について、2023年1月より電子申請での手続きを開始したところ。これにより、車検証申請時間の

短縮、用紙の削減、業務の効率化を促進する効果が見込まれる。

2023年10月から始まる適格請求書（インボイス制度）に向け、事業所登録番号を取得。経理システムも

準備をすすめる。

変更の

必要性

1 環境経営方針 有　無

2 環境経営目標・計画 有　無

3 環境経営計画と取組項目 有　無

4 環境に関する組織 有　無

5 その他のシステム要素 有　無 適格請求書発行事業所番号取得　　　社内連絡事項の電子化

6 その他

(外部への対応等)

10. 「代表者による全体の評価と見直し・指示」

項　　目

☑工場エアコン使用により、電気量が増加したが、その他
燃料等目標達成できている。

☑重点的に取り組む時期を決め周知することで、意識が変
わっていくと良い。

☑

(環境経営システ
ムの有効性、環境
への取組の適切
性等)

見
直
し
関
連
情
報

☑この1年外部より苦情等なし

☑クレーム内容を掲示、共有する

☑新型コロナ感染拡大により原材料の高騰が続く。

☑

代
表
者
に
よ
る
全
体
の
評
価
と
見
直
し
の
指
示

見直し項目 変更［有］の場合の指示事項

有　無
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